
文化調査会来月5日「信玄公祭り」でリレー

諏訪帝から甲府市
伝達速度鹿う

前回の「信玄公祭り　狼煙リレー」の際に有

賀城跡で上げられたのろし＝2023年10月28日
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戦
国
武
将
の
武
田
信
玄
が
通
信
手
段
と
し
て
用
い
た
の
ろ
し
を
再
現
す

る
「
信
玄
公
祭
り
狼
煙
リ
レ
ー
」
が
4
月
5
日
、
諏
訪
地
方
と
山
梨
県

内
で
行
わ
れ
る
。
甲
府
市
で
開
か
れ
る
「
信
玄
公
祭
り
」
（
4
月
4
～
6
日
）

に
合
わ
せ
た
催
し
。
諏
訪
市
か
ら
信
玄
が
本
拠
地
と
し
た
甲
府
市
の
邸
濁

蒜
哺
跡
（
武
田
神
社
）
ま
で
の
7
市
町
碧
所
を
の
ろ
し
で
つ
な
ぎ
、
J

R
中
央
東
線
の
特
急
あ
ず
さ
と
伝
達
の
早
さ
を
競
う
。
　
（
山
本
雄
太
）

諏
訪
地
方
の
城
跡
・
城
址
保
存
会
や

住
民
有
志
で
つ
く
る
「
狼
煙
文
化
調
査

会
」
（
秋
山
大
福
表
）
の
主
催
．
（
山
梨

県
武
田
信
玄
狼
煙
リ
レ
ー
実
施
協
議

会
、
大
昔
調
査
会
共
催
）
。
前
回
「
信
玄

公
祭
り
」
が
開
か
れ
た
2
0
2
3
年
1
0

月
に
続
き
、
2
回
目
と
な
る
。
前
回
は
、

上
諏
訪
駅
か
ら
あ
ず
さ
に
乗
っ
て
移
動

し
た
伝
令
役
よ
り
、
の
ろ
し
の
方
が
8

分
早
く
伝
達
を
終
え
た
。

今
回
は
、
「
蠣
城
（
松
本
市
）
を
本
拠

と
す
る
信
濃
国
守
護
の
小
笠
原
長
時
の

を
、
諏
訪
郡
代
の
板
垣
借
方
が
信
玄
に

伝
え
る
」
と
の
想
定
で
行
う
。
〝
現
代
の

早
馬
″
と
し
て
、
上
諏
訪
駅
で
足
軽
装

束
の
伝
令
役
3
人
が
書
状
を
受
け
取
っ

て
か
ら
、
午
前
日
時
3
3
分
発
の
あ
ず
さ

に
乗
車
。
甲
府
駅
で
降
り
、
武
田
神
社
ま

で
の
約
2
㌔
を
自
転
車
で
移
動
す
る
。

の
ろ
し
は
、
伊
那
と
の
中
継
地
点
で

あ
る
有
賀
城
跡
（
諏
訪
市
）
の
煙
を
確

認
し
た
後
、
あ
ず
さ
出
発
と
同
時
に
上

諏
訪
駅
近
く
の
茶
臼
山
に
あ
る
高
嶋
城

跡
地
か
ら
リ
レ
1
を
ス
タ
ー
ト
。
大
熊

城
跡
、
幕
岩
、
武
居
城
跡
（
以
上
、
同

市
）
、
上
原
城
跡
、
鬼
場
城
跡
、
小
泉
山

（
以
上
、
茅
野
市
）
、
鼻
声
屋
狼
煙
台
跡

（
富
士
見
町
）
を
経
て
山
梨
県
に
入

り
、
北
杜
市
、
韮
崎
市
、
甲
斐
市
、
甲

府
市
と
つ
な
焉
リ
レ
ー
に
は
総
勢
約

1
2
0
人
が
関
わ
る
。

、
上
諏
訪
駅
前
で
は
午
前
1
0
時
5
0
分
か

ら
、
狼
煙
リ
レ
ー
出
発
・
書
状
伝
達
式

を
開
催
。
有
志
に
よ
る
演
武
や
書
状
の

受
け
渡
し
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
子
ど

も
た
ち
が
「
竹
ぼ
ら
」
を
吹
い
た
合
図

で
リ
レ
ー
が
始
ま
る
。
秋
山
代
表
は
「
ぜ

前
回
、
上
諏
訪
駅
前
で
書
状
を

受
け
取
る
足
軽
装
束
の
伝
令
役

㊧
＝
2
0
2
3
年
1
0
月
詣
日

ひ
多
く
の
方
が
の
ろ
し
を
楽
し
む
と
と

も
に
、
地
元
の
史
跡
や
里
山
を
知
り
親

し
む
機
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
い
る
。


